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研究成果の概要（和文）：英語によるコミュニケーション能力の重要な構成要素であるポライトネスは笑いとも
密接な関連がある。したがって、コミュニケーションにおける笑いの機能についても正しく理解する必要がある
が、日英語・文化における「ユーモア」と'humour'は本来異なるものでありながらも、一方をもう一方の訳語と
して同一視する傾向も認められ、両者の理解を困難なものとしてきた。本研究課題では、そういった状況も考慮
し、文献精査、意識調査、学習辞典も含めた教材での扱いから笑いをいかに外国語教育に取り入れるべきか考察
した。

研究成果の概要（英文）：Politeness is a very important part of communication skills in English, and 
it is closely related with laughter. We thus need to deepen our understanding of various functions 
it plays in communication, but Japanese 'ユーモア' and English 'humour' have often been considered 
to be the same through their translations even though they are different. In our project we have 
considered how laughter should be dealt with in language teaching by referring to existing studies, 
conducting questionnaires and examining teaching materials including EFL dictionaries.

研究分野：異文化間コミュニケーション

キーワード： ポライトネス　ユーモア　ジョーク　意味　辞書

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
言うまでもなく、言語は文法、語彙、発音だけでコミュニケーションを可能にするものでなく、参与者同士の感
情や配慮も必要となる。そして、そのために欠かすことができないものがポライトネスである。英語によるコミ
ュニケーション能力とポライトネスは密接に関連しあっているが、後者の理解には本課題で検討を行った笑いを
はじめ言語外の要素に対する深い理解が必要である。その意味で、日本語の「ユーモア」と英語の'humour'との
違い等もある程度明らかにし、今後の外国語教育における方向性を示した意義は大きいであろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
中学校及び高等学校の学習指導要領で教育目標の１つとして「実践的コミュニケーション能
力」の育成が加えられて以来、コミュニケーション能力育成を重視した様々な試みが行われてき
た。語用論的な指導内容を外国語教育に取り込もうとする試みも国内外で比較的広く行われて
きた(Rose and Kasper, 2001)。しかしながら、語用論的失敗は、特にポライトネスとのかかわり
において、コミュニケーションの成否に限らず、人格の否定にすらつながりかねないという重要
な指摘もある一方で、教育の現場で十分に指導されてきたとは言えない状況であった(cf. 堀ほか, 
2006)。特に、ポライトネス実現と深く関わるユーモアはそれまでないがしろにされてきたとい
ってもよい状態であった。ジョークやユーモアは単なる笑いではない。英語圏では人間関係構築
のために日常のコミュニケーションで欠かせないものである。さらに、日本人英語学習者と英語
話者の間にはジョークやユーモアに対する態度の違いが存在することも指摘されている
(Sakamoto and Sakamoto, 2004)。教育を離れた語用論的事象としてのジョークとユーモアの研
究は存在するが(小泉, 1997; 東森, 2011)、教育という文脈において、ポライトネスのストラテジ
ーを検討し、指導する上での目標を具体的に設定することが急務であると考えられた。 
研究代表者は、それまで定型表現とその語用論的機能に対して研究を行っており、それまでの
研究は、2013年度に開始した科研費のプロジェクト（研究課題番号：25370729）によって一定
の成果を達成できたと自負しているが、次なるステップとして、本研究においてジョークやユー
モアに特化した研究を実施すべきであると考えるに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、研究代表者の以前の研究課題であるポライトネス指導の研究（研究課題番
号：25370729）を基に、日英語話者間で深刻な語用論的失敗を引き起こす可能性の高いジョー
クやユーモアについて日英語話者間での認識の相違を明らかにし、実際の教室における指導の
みならず教材開発を含めた基本的方針を策定することである。より具体的には、上述の研究課題
をはじめ、研究代表者と研究分担者のこれまでの研究と相補完することで、話者の目的に応じて
用いるべき表現、さらにその表現をいかなる時にどう用いるか、ジョークによっていかに人間関
係を維持、促進するか、といった点まで視野に入れた指導を実現する一助となることを目指して
いる。 
 
３．研究の方法 
研究代表者は、上述の通り、ポライトネスに関する表現とその語用論的機能について研究を行
ってきたが、研究分担者はそれぞれ英語教育との関連からのユーモア研究、コミュニケーション
やユーモア実現の基礎となる意味の研究、ユーモアと深くかかわるメタファーや実際の言語使
用を客観的に記述するコーパス言語学の研究に従事してきた。本研究では、各々が持つ専門的知
見を基にして、英語教育において重要なポライトネスの観点からジョークやユーモアの振る舞
いについて考察し、理論面及び教育面の両面で研究を行った。 
より具体的には、上記の目的達成のため、文献精査、学習辞典も含めた英語学習教材の質的、
量的分析、インフォーマントに対するアンケート等を組み合わせて総合的に研究を行った。ジョ
ークやユーモアは、言語外の様々な要素をも含んでおり、多角的なアプローチが求められるから
である。  
 
４．研究成果 
 本研究課題は関連分野の文献精査から着手したが、ユーモアやジョークは、参与者同士が共に
笑うことによって場を和ませる、といったポライトネスに関わる対人機能だけでなく、ジョーク
を通じて自己卑下することによって、他者からの「攻撃」を未然に防ぐ防御的対人機能などもあ
ることを確認できた。さらに、いわゆるカタカナ語の「ユーモア」と英語の Humour にはやはり
大きな隔たりがあるという点についても再確認できた。言うまでもなく、それぞれを受容する文
化レベルでの相違が関わっており、教育という文脈においても注意すべき点である。 
また、学習辞書のラベルの分析は順調に進展し、途中経過を国際学会の大会で発表可能な段階
までまとめることができた。たとえば、EFL 辞書におけるスピーチラベルの選択と使用、ユーモ 
アに関わるラベルが付与されたエントリーや例文の分析をすることで、ポライトネスと関わる
コミュニケーション上の機能、話し手と聞き手の心的態度等、これまで極めて曖昧に規定されて
いた境界をより明確にできたということは大きな成果と言えるであろう。 
上記の分析で用いたデータは Big Five と呼ばれるイギリスの出版社が刊行した上級英語学習
者向け英英辞書のうち主要な 5冊から抽出したもので、politeness と humorous（相当するラベ
ル含む）は、ほぼ全てで採用されていたが、カバーされている現象は非常に多岐に渡っているこ
とも確認できた。特に「おかしさ」とは直接結びつかない現象も多く認められ、語義や文構造に
由来する発話の二義性といったものまでが含まれていることが確認できた。 
 文献精査で浮かび上がった問題点は、パイロットテストの後、研究代表者の本務校の学生 161
名を対象にアンケート調査も行った。回答などを詳細に分析した結果として、英語 の humor と
日本人が一般に「ユーモア」という語から思い浮かべるものとの相違はさらに明確になった。特
筆すべき点として、humour の、特に 「おかしさ」とは直接結びつかない、むしろ他者への攻撃
性を含む特性については、日本人学生が予想以上に拒否反応を示しており、教育という場面 の



みならず、今日のグローバル社会におけるコミュニケーションを考える上でも、今一度慎重に見
つめ直す必要がある点は明らかである。ユーモアと humour のように、異なる概念であるにもか
かわらずしばしば同一視される概念の差異はしばしば見落とされがちであり、深刻な語用論的
失敗、ひいては特定の国民や民族に対するステレオタイプを形成する危険性すらあるからであ
る。 
文化によって価値観や笑いにおける好みが異なるのは容易に想像できることであるが、特に
ポライトネスとの関連で考えた場合、異なる文化背景を持った相手に自分のユーモアあるいは
humour が理解されなかった場合は特に注意が必要である。単に自分のジョークが受けないだけ
でも十分に不愉快な状況ではあり得るが、緊張している相手をリラックスさせようとジョーク
を言った場合など、そういった相手に配慮した自分の「善意」も伝わらず、相手の側も、時と場
合によっては、ジョークそのものではなく、不適切な状況でジョークを言った人物に対して否定
的な評価を下してしまうかもしれないからである。透明性の錯覚といった心理的な現象も関わ
っており、今後はさらに多角的な視点が必要になることも予想される。 
上記の調査結果と研究分担者の教材分析は、2018 年 11 月 24 日に JALT の全国大会のフォーラ
ムで発表し、翌年11月に当該学会の学会賞である Best of JALT 2018を受賞することとなった。
本研究課題のように、今日のグローバル社会において日増しに重要性が高まりつつあるにもか
かわらず、これまで見過ごされてきた問題について関心が高まる一助となることを願っている。
一方で、特に、記述を目的とする語用論とその対極である規範を目的とする教育はそもそもアプ
ローチが異なっており、笑い、ポライトネスといった現象を扱う際には注意が必要である。学習
者の世界観といった、本来外国語教育が指導の対象とすべきでないものとも厳密に区別する必
要があると言える。 
本研究課題の研究代表者と 3 名の研究分担者のうち 2 名は、本課題の前に別の課題でもポラ
イトネスの指導関する研究も共同で行っていたため、今後、その成果を可能な限り併せて提供で
きることも目指したい。 
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